 研究成果展開事業 研究成果最適展開支援プログラムA-STEP

フィージビリティスタディステージ　シーズ顕在化タイプ　課題申請書
（様式1）※申請書中の例示・注釈文（ピンク文字）は申請時には削除してください。

（基本情報）
1.基本情報

	課題名
	課題名

	課題概要
	※申請される課題の内容全体が分かるように、様式４の内容を踏まえて300字以内で記述してください。

※図、表の使用は不可です。



	研究開発費

(JST支出分総額)
	注1
	千円
	研究開発期間
	平成　年　月～平成　年　月

（　　ヶ月）注2

	
	基準額：8000千円を、

□超過しない

□超過する（理由書記載）
	
	

	技術分野
	主
	コード表の番号

	
	副
	コード表の番号（複数可）
	コード表の番号（複数可）
	コード表の番号（複数可）
	コード表の番号（複数可）

	
	研究キーワード
	キーワード表の番号と研究キーワード（複数可）


注1 様式4の5.により合計額を算出の上、誤りがないよう記載してください。
注2 平成23年度第2回公募における採択課題の研究開発開始時期は申請者の希望により、平成24年2月または平成24年4月のいずれかとします。

2.申請者情報

	企業

(企業責任者)注３
	企業名
	

	
	企業責任者

氏名
	
	企業責任者

フリガナ
	

	
	所属部署
	
	役職
	

	
	郵便番号
	000-0000
	住所
	

	
	TEL
	000-000-0000
	FAX
	000-000-0000
	e-mail
	xxxxxxxxxx@xxx.xx.xx

	
	e-Rad情報
	研究者番号：
	8桁の数字
	所属研究機関コード：
	10桁の数字

	大学等

(研究責任者) 注３
	研究機関名
	

	
	研究責任者

氏名
	
	研究責任者

フリガナ
	

	
	所属部署
	
	役職
	

	
	郵便番号
	000-0000
	住所
	

	
	TEL
	000-000-0000
	FAX
	000-000-0000
	e-mail
	xxxxxxxxxx@xxx.xx.xx

	
	e-Rad情報
	研究者番号：
	8桁の数字
	所属研究機関コード：
	10桁の数字

	大学等

(知的財産部門

･産学連携部門)注４
	所属機関名
	

	
	代表者

氏名
	
	代表者

フリガナ
	

	
	所属部署
	
	役職
	

	
	郵便番号
	000-0000
	住所
	

	
	TEL
	000-000-0000
	FAX
	000-000-0000
	e-mail
	xxxxxxxxxx@xxx.xx.xx


注3 企業、大学等がそれぞれ複数参画することは可能ですが、申請者となるのは企業の代表機関、大学等の代表機関それぞれ1機関ずつです。

注４ 該当部門がない場合でも、所属学部・研究科の部局長とした上で必ず記載してください。なお、申請に当たっては、参画するすべての研究機関で本申請に関する事前の了解が得られていることが必要です。了解が得られていない場合、採択が取り消されることがあります。
3.A-STEPへの申請実績

※企業責任者、研究責任者、様式４の4. 1）参加者リスト記載の者を対象に、A-STEPへの申請経験の有無、及び該当課題の情報（該当項目、過去の公募回、過去の支援タイプ、該当者(本申請における役職と氏名)、過去の課題名、本課題との関連性と相違点）をすべて記載してください。（欄が不足する場合、追加してください。）
※今回の申請でA-STEPの他タイプに同時申請している場合も必ず記載してください。
	A-STEPへの申請実績
	有　･　無

	該当

項目
	※A～Gいずれか該当するものを残し、他は削除してください。

A.今回の申請は、過去に申請し不採択だった申請と関連がある。

（例）・過去の申請について進捗を反映

　　 ・過去の申請の方針変更（研究項目の絞り込みや研究対象の変更）

　　 ・過去の申請の説明拡充（データ追記や先進性・重要性の補強）

B.過去に申請し不採択だったが、今回の申請とは全く異なる。

C.今回の申請は、過去に申請し採択された申請と関連がある。

D.過去に申請し採択されたが、今回の申請とは全く異なる。
E.今回の申請は、他タイプへの同時申請と関連がある。
F.今回の申請は、他タイプへの同時申請とは全く異なる。
G.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	公募回
	平成00年度第0回
	支援タイプ
	○○○○○タイプ
	該当者
	○○責任者

○○　○○

	課題名
	○○○○○○○○○○

	今回の申請課題との

関連性と相違点
	※今回の申請との関連性と相違点を400字以内で記載してください。

(例) 今回申請する課題の～は、上記課題の～と、～という点で関連している。しかしながら、～を目的/理由として～を変更/追加/削除していることから、～の点で異なっている。

	該当

項目
	※A～Gいずれか該当するものを残し、他は削除してください。

A.今回の申請は、過去に申請し不採択だった申請と関連がある。

（例）・過去の申請について進捗を反映

　　 ・過去の申請の方針変更（研究項目の絞り込みや研究対象の変更）

　　 ・過去の申請の説明拡充（データ追記や先進性・重要性の補強）

B.過去に申請し不採択だったが、今回の申請とは全く異なる。

C.今回の申請は、過去に申請し採択された申請と関連がある。

D.過去に申請し採択されたが、今回の申請とは全く異なる。
E.今回の申請は、他タイプへの同時申請と関連がある。
F.今回の申請は、他タイプへの同時申請とは全く異なる。
G.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	公募回
	平成00年度第0回
	支援タイプ
	○○○○○タイプ
	該当者
	参画者

○○　○○

	課題名
	○○○○○○○○○○

	今回の申請課題との

関連性と相違点
	※今回の申請との関連性と相違点を400字以内で記載してください。

今回申請する課題の～は、上記課題の～と、～という点で関連している。しかしながら、～を目的/理由として～を変更/追加/削除していることから、～の点で異なっている。


4.本申請に関するアンケート

※今回の公募情報の入手経路を、該当する項目の□を■にすることで選択してください。今後の事業運営の参考とさせていただきます。（複数可）

	A-STEPに関する情報の入手先

	□
	JSTのホームページ
	□
	ダイレクトメール

	□
	JSTのホームページにリンクするメール広告
	□
	公募説明会

	□
	インターネットのバナー広告
	□
	JSTのパンフレット

	
	
	
	（ﾊﾟﾝﾌ名：
	
	）

	□
	技術フェアやシンポジウム等のブースから
	□
	所属機関からの回覧等

	□
	知人等からの紹介
	□
	新聞、雑誌の記事

	□
	その他（
	
	）


（様式2）

（本申請に関係する特許･論文リスト）

※今回の課題の申請に関して、以後の説明（様式3の2.4)の比較表等）に用いる「出願特許」「参考文献」「比較文献」を最大3点まで記載してください。記載された「出願特許」「参考文献」「比較文献」は原則として添付が必要です。申請者の判断により添付をしない場合のみ、「添付」欄を「無」としてください。この場合、技術内容詳細が不明であることを理由に審査上不利益を被る可能性があることをご了解ください。

※以降、本申請書内で出願特許、参考文献、比較文献を引用する場合は、本様式の項番（出願特許１、参考文献1など）により引用してください。

※1出願特許：シーズ候補に関係する「研究責任者が発明者となっている特許」を指します。

※2参考文献：シーズ候補に関係する「研究責任者が著者となっている論文等」を指します。

※3比較文献：シーズ候補に関係する「先行文献または先行特許」を指します（先行文献、先行特許を合わせて最大3件までで記載してください）。

	出願特許※1

	項番
	発明の名称
	出願番号

・特許番号
	発明者
	出願人
	権利化の状況
	実施･実施許諾

の状況
	添付

	1
	
	
	
	
	審査請求済み
	なし
	有

	2
	
	
	
	
	不服審判請求済み
	自己実施
	有 

	3
	
	
	
	
	
	実施許諾
	有 

	参考文献※2

	項番
	タイトル
	掲載先
	著者
	概要
	添付

	1
	
	
	
	
	有

	2
	
	
	
	
	有

	3
	
	
	
	
	有

	比較文献※3

	項番
	タイトル

（特許の場合は発明の名称）
	掲載先

（特許の場合は出願番号・特許番号）
	著者

（特許の場合は発明者および出願人）
	概要


	添付

	1
	
	
	
	
	有

	2
	
	
	
	
	有

	3
	
	
	
	
	有


（様式3）

（シーズ候補とそれを用いて目指す事業化の内容）

※シーズ候補とは、研究責任者が行った大学等における基礎研究の中から、産業界の視点で見出された、イノベーション創出の元となりうる研究成果を指します。

※シーズ候補について、研究の背景、特徴、独創性、新規性、現状の問題点、について、定量的な実験データや図表を用いて記載してください。また、後述の2. 4)に関連しますが、最新の研究動向を踏まえた上で競合技術に対する優位性にも言及してください。

1.シーズ候補の内容

2.目指す事業化の内容

1）最終的に目指す目的

※本シーズ候補を基に、最終的にどのような製品・サービスを事業化し、それによって何を目指すのかについて記載してください。

※シーズ候補がイノベーションの創出（国際競争力の向上（国際的な基本特許の取得や国際標準化への取組み等）や、社会的価値・経済的価値の創出）に繋がる期待を読み取れるように記載してください

2）想定している用途、利用分野およびその市場

※本技術をどのような用途、分野に利用し、その結果としてどのような市場（既存の市場か、新たな市場か、国内、海外）に、どのようなインパクトを与えると想定されるか（波及効果）について記載してください。

3）事業化に向けたリスク

※以下のポイントを参考に、事業化に向けて想定されるリスクと、それにどのように対応するのかについて記載してください。

・現在の技術水準で達成できるか、ブレークスルーが必要であれば、その難易度はどうか。

・競合技術の存在

・時間的制約（タイミングを失するとビジネスチャンスが失われるか）

・市場への参入障壁（慣習、規制など）

・副次的効果（製品・サービス等により、健康や安全、環境への問題を引き起こす可能性など）

4）競合技術に対する優位性
上記の目的を果たすことの出来る近似の技術（競合技術）との比較を行なって、本技術の優位性について記載してください。「近似の技術はない」等の記載は不可とします。

※競合技術に対する優位性を、「技術の優位性」「研究開発状況の優位性」「目指す成果の優位性」の3点において、記載してください。

※記載する上で比較対象とする特許･文献は、様式2のリストの項番で引用してください。

	比較表

	技術の優位性
	※下記の比較を踏まえて、シーズ候補の「技術の優位性」についての総合的な判断を記載してください。

	
	申請課題
	競合技術（比較対象）

	
	※「シーズ候補の特徴」「特許申請等の権利化の状況」等について、競合技術との差違を意識して記載してください。
	出願特許1,2
	※比較対象とする競合技術について、「技術内容」「文献・特許情報に関する内容」等を記載してください。
	比較文献1

	研究開発状況の優位性

（今後の課題）
	※下記の比較を踏まえて、シーズ候補の「研究開発状況の優位性」についての総合的な判断を記載してください。

	
	申請課題
	競合技術（比較対象）

	
	※「事業化構想の特徴」「問題点とその克服へ向けた考え方や取組み」等について、競合技術との差違を意識して記載してください。
	参考文献1
	※比較対象とする競合技術について、「どのように開発を進めようとしているか」「その進め方にどのような問題があるか」等をわかる範囲で記載してください。
	比較文献2

	目指す成果の優位性
	※下記の比較を踏まえて、シーズ候補の「目指す成果の優位性」についての総合的な判断を記載してください。

	
	申請課題
	競合技術（比較対象）

	
	※「本研究開発とその延長で目指す成果の特徴」「将来的な用途・応用範囲」等について、競合技術との差違を意識して記載してください。
	参考文献2,3
	※比較対象とする競合技術について、「今後、何を達成しようとしているか」「将来的な用途・応用範囲」等をわかる範囲でご記入下さい。
	比較文献3


5)本目的のために企業が果たす役割

※申請企業が本目的を果たす上でどのような役割を果たそうとしているか記載してください。

（様式4）

（シーズ顕在化タイプにおける研究開発計画）

1.目標

※様式3の2.で記載した目的を見据え、シーズ顕在化タイプでの研究開発において達成すべき目標を設定し、「目標」「目的との関連」「目標達成へ向けた問題点」「問題点の解決策」を記載してください。

1)目標１

（目標）

※今回掲げる目標を、数値等を用いて具体的に記載してください。

（目的との関連）

※様式3の2で記載した目的を果たすために、何故この目標が必要かについて記載してください。

（目標達成へ向けた問題点）

※本目標を達成する上での問題点を記載してください。

（問題点の解決策）

※上記問題点をどのように解決するか、その方法を記載してください。

2)目標２

（目標）

（目的との関連）

（目標達成へ向けた問題点）

（問題点の解決策）

3)目標３

（目標）

（目的との関連）

（目標達成へ向けた問題点）

（問題点の解決策）

・

・

・

2.実施内容

※1.目標の達成のために、シーズ顕在化タイプにおいて実施する研究開発内容等を具体的に記載してください。

（１）実施項目１○○○○○○○○○○○○○○○○○の解明
（関連する目標）

※本実施項目に関連する目標を記載してください。

例）目標①○○○○○○○○○○○○○○

（実施機関・場所・期間）

※本項目を実施する機関、場所、期間を記載してください。

例）実施機関：～株式会社
実施場所：～株式会社　～研究所
実施期間：20XX年XX月～20XX年20XX年XX月

（実施内容）

※実施する研究開発（または調査等）の内容、方法を具体的に記載してください。

（２）実施項目２

（関連する目標）

（実施機関・場所・期間）

（実施内容）

（３）実施項目３

（関連する目標）

（実施機関・場所・期間）

（実施内容）

・

・

・

3.スケジュール

【研究開発項目毎の実施スケジュール】

	実施機関
	研究開発項目

（「２．実施内容」における研究開発項目を簡潔に記載してください）
	目標

（「１．目標」における定量的な目標を簡潔に記載してください）
	最長１２ヶ月

	
	
	
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12

	チーム全体
	
	（次の研究開発ステージに進むための目標）

現状：＊＊＊＊＊＊＊＊

目標：現状比○○以上


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	大学等


	２－（１）

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	２－（２）

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	２－（３）

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	企業


	２－（４）

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	２－（５）

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	２－（６）

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


4.実施体制

1)参加者リスト

	氏名
	所属機関
	本課題における立場
	エフォート

(%)

	
	部署･役職
	本課題において担当する内容
	

	○○ ○○
	～株式会社

～部～課 ～
	企業責任者(プロジェクトリーダー)
	1～100

	
	
	・課題全体の統括

・実施項目◎における～の主担当として～を行う

・実施項目◎における～の副担当として～を行う
	

	○○ ○○
	～株式会社

～部～課 ～
	
	1～100

	
	
	・～株式会社における知財管理担当

・実施項目◎における～の主担当として～を行う

・実施項目◎における～の副担当として～を行う
	

	○○ ○○
	～株式会社

～部～課 ～
	
	1～100

	
	
	・実施項目◎における～の主担当として～を行う

・実施項目◎における～の副担当として～を行う
	

	○○ ○○
	～大学

大学院～研究科 ～
	研究責任者
	1～100

	
	
	・～大学における研究開発の統括

・実施項目◎における～の主担当として～を行う

・実施項目◎における～の副担当として～を行う
	

	○○ ○○
	～大学

大学院～研究科 ～
	
	1～100

	
	
	・実施項目◎における～の主担当として～を行う

・実施項目◎における～の副担当として～を行う
	

	○○ ○○
	～大学

大学院～研究科 ～
	
	1～100

	
	
	・実施項目◎における～の主担当として～を行う

・実施項目◎における～の副担当として～を行う
	


エフォートは、総合科学技術会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入して下さい。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。

2)参加者の略歴※参加者リストに記載の方全てについて記載してください
	氏名
	所属機関
	生年月日19XX年00月00日
	性別　男・女

	
	部署･役職
	最終学歴

	
	
	19XX年○月　～大学大学院～研究科 修了

	
	
	専門分野

	○○ ○○
	～株式会社

～部～課 ～
	・

・

	本課題に関係する

研究開発の経歴
	


	氏名
	所属機関
	生年月日19XX年00月00日
	性別　男・女

	
	部署･役職
	最終学歴

	
	
	19XX年○月　～大学大学院～研究科 修了


	
	
	専門分野

	○○ ○○
	～株式会社

～部～課 ～
	・

・

	本課題に関係する

研究開発の経歴
	


5.研究開発費

※平成24年4月から研究開発開始を希望される場合は、平成23年度の欄は０としてください。

1)委託研究開発費(JST支出分)の合計(千円)

※　２）の機関毎の内訳の合計としてください。

（注1）合計が基準額（800万円）を超える場合は、別紙「基準額（800万円）を超える理由」の提出が必要です。

	年度

費目
	平成23年度
	平成24年度
	合計

	直接経費
	０，０００
	０，０００
	０，０００


	間接経費
	０，０００
	０，０００
	０，０００

	再委託費
	０，０００
	０，０００
	０，０００

	合計
	０，０００
	０，０００
	（注1）０，０００


2)委託研究開発費(JST支出分)の機関毎の内訳

※機関毎に記載してください。大学等、企業がそれぞれ複数ある場合は、枠を追加してください。※各項目すべて千円未満の端数が発生した場合は、切り捨てて千円単位で記入してください。
（注２）大学等で雇用するポスドク、研究補助員の従事率に応じた人件費等。

　　　　企業に所属する研究開発の専任者（月単位で合計1ヶ月以上専従となる者）の人件費。

（注３）大学等、企業とも、原則として直接経費の30％を上限として間接経費を措置します。間接経費率は整数としてください。

	～株式会社

	年度

費目
	平成23年度
	平成24年度

	
	金額

(千円)
	主な使途
	金額

(千円)
	主な使途

	直接経費
	物品費

(設備備品費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	物品費

(消耗品費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	旅費
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	人件費･謝金
（注２）
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・


	
	その他

(外注費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	その他

(その他経費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	小計
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	間接経費　(間接経費率)
（注３）　　　　　小計
	(00%)
	
	(00%)
	

	
	0,000
	
	0,000
	

	再委託費
	0,000
	・
	0,000
	・

	合計
	0,000
	
	0,000
	


	～大学

	年度

費目
	平成23年度
	平成24年度

	
	金額

(千円)
	主な使途
	金額

(千円)
	主な使途

	直接経費
	物品費

(設備備品費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	物品費

(消耗品費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	旅費
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	人件費･謝金
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	その他

(外注費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	その他

(その他経費)
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	
	小計
	0,000
	・

・
	0,000
	・

・

	間接経費　(間接経費率)
小計
	(00%)
	
	(00%)
	

	
	0,000
	
	0,000
	

	再委託費
	0,000
	・
	0,000
	・

	合計
	0,000
	
	0,000
	


3) 企業が本研究で自ら負担することを考えている費用について、費目と概算金額を記載してください。
　物品費　○○計測器：○○○千円

　人件費　企業責任者の人件費：○○○千円　（※必ず記載してください）

（様式5）

（申請企業に関する情報）
1. 申請企業の概要

	2011年00月00日 現在

	企業名
	株式会社　○○○○
	上場
	有(　年　月)･無

	ホームページ
	http://

	本社所在地
	○○県○○市○○町○丁目○番○号

	工場
	本社工場（○○市）、□□工場（□□市）

	研究所
	本社研究所（○○市）

	代表者名
	代表取締役　○○○○

	役員数
	00
	名
	(
	00
	名[技術系役員]
	)
	資本金
	000,000
	百万円[単独]

	社員数
	00,000
	名[単独]
	(
	00,000
	名[研究開発要員]
	)
	
	
	

	
	00,000
	名[連結]
	
	
	000,000
	百万円[連結]

	主要株主
	○○○○（　　％）、□□□□（　　％）、△△△△（　　％）

	主要取引銀行
	○○銀行△△支店、□□銀行▽▽支店

	主要関係会社
	株式会社　○○○○（販売会社）

	JST等との関係
	ＪＳＴあるいは官公庁、公益法人等から受託研究、補助金等の実績があれば,

主なものについて記入してください。

	事業内容
	○○○○、□□□□の製造及び販売、△△△△の受託研究開発

	研究開発能力
	業種
	業種表から選択（主な１つ）
	研究開発分野
	研究開発分野表から選択（主な１つ）

	
	記入例）　□□研究所、▽▽㈱とも協力関係を築いており、本年度も☆☆☆☆の研究開発を実施している。（…等、研究開発の実施能力を示す事柄を記述してください。）

	研究開発実績
	記入例）　平成☆年、独自に○○○○を開発し製造販売している。また、◎◎◎◎について□□大学△△教授の協力を得て研究・開発を実施、企業化の目処が立ち、来年には販売開始予定である。（…等、主な実績を記述してください。箇条書きで結構です。）

	経営状況と

見通し
	記入例）

①当社は○○○のメーカーであり、当該分野では◎◎◎等は他の追随を許さぬ製品となっている。（…等、貴社の得意面を記述してください。以下同様。）
　②業績面については、主要需要先である△△△が、▽▽▽の東南アジア向けの市場拡大に支えられ高水準で推移したため、平成☆年☆月期売上高で対前期比○○％増の□□百万円を計上した。また、損益面については新製品の販売を開始、原価低減活動により経常利益で対前年比○○％増の□□百万円を計上した。
　③新製品（○○）の販売拡大等により増収、増益となる見通しである。


注）業種、研究開発分野は、公募要領の「企業の業種表および研究開発分野表」より主な１つをご記入ください。

2.申請企業の財務情報

	決算期

項目
	平成ｎ-2年00月期
	
	平成ｎ-1年00月期
	
	平成ｎ年00月期
	

	
	
	指数
	
	指数
	
	指数

	財政状態
	資本金
	A
	百万円
	100
	a
	百万円
	a/A×100
	a’
	百万円
	a’/A×100

	
	自己資本
	B
	百万円
	100
	b
	百万円
	b/B×100
	b’
	百万円
	b’/B×100

	
	総資産
	C
	百万円
	100
	c
	百万円
	c/C×100
	c’
	百万円
	c’/C×100

	経営状態
	売上高
	D
	百万円
	100
	d
	百万円
	d/D×100
	d’
	百万円
	d’/D×100

	
	経常利益
	E
	百万円
	100
	e
	百万円
	e/E×100
	e’
	百万円
	e’/E×100

	
	当期利益
	F
	百万円
	100
	f
	百万円
	f/F×100
	f’
	百万円
	f’/F×100

	財務比率分析
	自己資本比率
	B/C
	%
	b/c
	%
	b’/c’
	%

	
	経常利益率1
	E/D
	%
	e/d
	%
	e’/d’
	%

	
	経常利益率2
	E/C
	%
	e/c
	%
	e’/c’
	%

	
	研究開発費
	G
	百万円
	g
	百万円
	g’
	百万円

	
	(研究開発比率)
	G/D
	%
	g/d
	%
	g’/d’
	%

	
	配当率
	
	%
	
	%
	
	%

	特記事項
	


注）経常利益率１は対売上高、経常利益率２は対総資産、研究開発費率３は対売上高で記入ください。
注）配当率は年間配当金総額の株主資本に対する割合をご記入ください。
（様式6）

（他事業への申請状況）
1.JST内のA-STEP以外の事業への申請状況

※申請者（企業責任者・研究責任者）及び様式4の4.実施体制　１）参加者リストに記載の者が、現在、ＪＳＴから受けている助成金等（現在申込中のものを含む）、過去に受けた助成金等（３年以内）がある場合は、本申請と重複した内容かどうかにかかわらず、「有り」にチェックし、その事業名、課題名、実施期間、予算規模、申請代表者名、今回の申請に関連する参加者名、今回の申請課題との関連を正確に記入してください。複数ある場合は枠を適宜追加してください。

	JST内のA-STEP以外の事業への申請経験
	有　･　無　いずれか該当する方を記載

	申請状況
	申請中・実施中・終了済のいずれかを記載してください

	事業･制度名
	

	課題名
	

	実施期間
	20XX年00月
	～
	20XX年00月
	予算規模
	0,000,000
	千円[全体]

	申請代表者名
	

	関係する参加者とその分担額
	

	今回の申請課題との関連性と相違点
	


2.JST外の他事業への申請状況

※申請者（企業責任者・研究責任者）及び様式4の4.実施体制　１）参加者リストに記載の者が、現在、他制度（JST以外の官公庁、独立行政法人、公益法人等による制度）から受けている助成金等（現在申込み中のものを含む）、過去に受けた助成金等（３年以内）がある場合は、本申請と重複した内容かどうかにかかわらず、その制度の実施機関名、制度（事業）名、課題名、実施期間（予定含む）、予算規模、申請代表者名、今回の申請に関連する参加者名、今回の申請課題との関連を正確に記入してください。複数ある場合は枠を適宜追加してください。
	JST外の他事業への申請経験
	有　･　無　いずれか該当する方を記載

	申請状況
	申請中・実施中・終了済のいずれかを記載してください

	配分機関名
	

	事業･制度名
	

	課題名
	

	実施期間
	20XX年00月
	～
	20XX年00月
	予算規模
	0,000,000
	千円[全体]

	申請代表者名
	

	関係する参加者とその分担額
	

	今回の申請課題との関連性と相違点
	


（様式7）
（倫理面への配慮）
○本様式は、組換えＤＮＡ実験、遺伝子治療臨床研究、特定胚を取り扱う研究、ヒトＥＳ細胞の研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究、疫学研究、臨床研究に該当する研究を計画している場合、法令・指針等に基づく適切な措置が講じられているか、倫理面・安全面において問題はないか等について判断するためのものです。以下の事項について１ページで記入してください。

（１）申請する課題の内容が、上記の研究に該当するとの疑義を受ける恐れがある場合、又これらに関連する研究が計画されている場合は、各指針等との関係、倫理面・安全の確保面において講じるべき措置と対応状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
（２）動物その他を用いる計画がされている場合は、各指針等に基づく国の確認等の適合状況、動物等を科学上の利用に供する場合の配慮状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
該当がない場合も、その旨を記入してください。
（様式8）

（特殊用語等の説明）
	用語
	説明

	
	· 本申請書類で使用している業界用語、専門用語及び略語等の特殊用語のうち、研究を総合的に把握するうえで必要と思われるものについて、簡単な解説をわかりやすく記入してください。



	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


（別紙）基準額800万円を超えて申請する場合のみ提出

基準額（800万円）を超える理由
基準額800万円を超えて申請する場合、その金額、使途、理由を明確に記載するとともに、それによりどのような効果が期待できるかを１ページで記載してください。
FS　シーズ顕在化タイプ　提出書類チェックシート

	
	電子申請（e-Rad）
	郵送

（着払い不可）

	
	Word or　PDF
	紙媒体
	CDR

	フィージビリティスタディ　

シーズ顕在化タイプ課題申請書
	１ファイル
	□
	６部
	□
	CD-R　１枚

【100MB以内】

データは、

Word or　PDF
	□

	出願特許（３点以内）　※）


	-
	-
	
	

	参考文献（３点以内）


	
	
	
	

	比較文献（３点以内）


	
	
	
	

	企業パンフレット


	
	
	
	


※）　シーズ候補が特許（出願中のものも含む）の場合は、添付してください。該当特許がない場合は添付の必要はありません。

１．提出書類について漏れがないかチェックの上、提出してください。なお、提出書類に不足・不備がある場合は要件不備となりますのでご注意下さい。

２．本紙（チェックシート）は、印刷版１枚を郵送物に同封してください。ただし、電子版のCD-Rへの書き込みは不要です。

【送付先】

〒102-8666
東京都千代田区四番町５－３　サイエンスプラザ
独立行政法人科学技術振興機構 
産学連携展開部　事業推進（募集・探索）担当
送付票

本様式の太枠内を記入しプリントアウトした上で、切り取り線で切り取って、応募封筒の裏面最上部に貼り付けてください。

	事務局使用欄

	課題番号
	

	課題番号

（調整後）
	

	技術分野

（調整後）
	

	e-Rad

応募

番号
	1

1

1

0

2

0

0

1

7

0

0



	技術

分野
	
	支援

タイプ
	



（注1）e-Rad応募番号：e-Rad申請時に課題ごとに付与される21桁の番号を記載してください。（P.３４参照）

（注2）技術分野：申請する技術分野を次の記号で記載してください。

	記号
	分野名
	記号
	分野名

	Ａ
	情報通信
	Ｅ
	アグリ･バイオ

	Ｂ
	装置･デバイス
	Ｆ
	医療技術

	Ｃ
	無機化学
	Ｇ
	創薬

	Ｄ
	有機化学


（注3）支援タイプ：A-STEPで最初に実施を希望する支援タイプを次の英数字で記載してください。

	英数字
	ステージ名
	支援タイプ名

	１
	フィージビリティスタディステージ
	シーズ顕在化タイプ

	２
	フィージビリティスタディステージ
	起業検証タイプ


	研究開発データベース・重点研究分野コード表

	番号
	重点研究分野
	研究区分
	番号
	重点研究分野
	研究区分

	0101
	ライフサイエンス
	ゲノム
	0501
	エネルギー
	化石燃料・加工燃料

	0102
	ライフサイエンス
	医学・医療
	0502
	エネルギー
	原子力エネルギー

	0103
	ライフサイエンス
	食料科学・技術
	0503
	エネルギー
	自然エネルギー

	0104
	ライフサイエンス
	脳科学
	0504
	エネルギー
	省エネルギー・エネルギー利用技術

	0105
	ライフサイエンス
	バイオインフォマティクス
	0505
	エネルギー
	環境に対する負荷の軽減

	0106
	ライフサイエンス
	環境・生態
	0506
	エネルギー
	国際社会への協力と貢献

	0107
	ライフサイエンス
	物質生産
	0589
	エネルギー
	共通基礎研究

	0189
	ライフサイエンス
	共通基礎研究
	0599
	エネルギー
	その他

	0199
	ライフサイエンス
	その他
	0601
	製造技術
	高精度技術

	0201
	情報通信
	高速ネットワーク
	0602
	製造技術
	精密部品加工

	0202
	情報通信
	セキュリティ
	0603
	製造技術
	高付加価値極限技術(マイクロマシン等）

	0203
	情報通信
	サービス・アプリケーション
	0604
	製造技術
	環境負荷最小化

	0204
	情報通信
	家電ネットワーク
	0605
	製造技術
	品質管理・製造現場安全確保

	0205
	情報通信
	高速コンピューティング
	0606
	製造技術
	先進的ものづくり

	0206
	情報通信
	シミュレーション
	0607
	製造技術
	医療・福祉機器

	0207
	情報通信
	大容量・高速記憶装置
	0608
	製造技術
	アセンブリープロセス

	0208
	情報通信
	入出力 
	0609
	製造技術
	システム

	0209
	情報通信
	認識・意味理解
	0689
	製造技術
	共通基礎研究

	0210
	情報通信
	センサ
	0699
	製造技術
	その他

	0211
	情報通信
	ヒューマンインターフェイス評価
	0701
	社会基盤
	異常自然現象発生メカニズムの研究と予測技術

	0212
	情報通信
	ソフトウエア
	0702
	社会基盤
	災害被害最小化応用技術研究

	0213
	情報通信
	デバイス
	0703
	社会基盤
	超高度防災支援システム

	0289
	情報通信
	共通基礎研究
	0704
	社会基盤
	事故対策技術

	0299
	情報通信
	その他
	0705
	社会基盤
	社会基盤の劣化対策

	0301
	環境
	地球環境
	0706
	社会基盤
	有害危険・危惧物質等安全対策

	0302
	環境
	地域環境
	0721
	社会基盤
	自然と共生した美しい生活空間の再構築

	0303
	環境
	環境リスク
	0722
	社会基盤
	広域地域研究

	0304
	環境
	循環型社会システム
	0723
	社会基盤
	水循環系健全化・総合水管理

	0305
	環境
	生物多様性
	0724
	社会基盤
	新しい人と物の流れに対応する交通システム

	0389
	環境
	共通基礎研究
	0725
	社会基盤
	バリアフリー

	0399
	環境
	その他
	0726
	社会基盤
	ユニバーサルデザイン化

	0401
	ナノテク・材料
	ナノ物質・材料（電子・磁気・光学応用等）
	0789
	社会基盤
	共通基礎研究

	0402
	ナノテク・材料
	ナノ物質・材料（構造材料応用等）
	0799
	社会基盤
	その他

	0403
	ナノテク・材料
	ナノ情報デバイス
	0801
	フロンティア
	宇宙科学（天文を含む）

	0404
	ナノテク・材料
	ナノ医療
	0802
	フロンティア
	宇宙開発利用

	0405
	ナノテク・材料
	ナノバイオロジー
	0821
	フロンティア
	海洋科学

	0406
	ナノテク・材料
	エネルギー・環境応用
	0822
	フロンティア
	海洋開発

	0407
	ナノテク・材料
	表面・界面
	0889
	フロンティア
	共通基礎研究

	0408
	ナノテク・材料
	計測技術・標準
	0899
	フロンティア
	その他

	0409
	ナノテク・材料
	加工・合成・プロセス
	0900
	人文・社会
	　

	0410
	ナノテク・材料
	基礎物性
	1000
	自然科学一般
	　

	0411
	ナノテク・材料
	計算・理論・シミュレーション
	

	0412
	ナノテク・材料
	安全空間創成材料
	

	0489
	ナノテク・材料
	共通基礎研究
	

	0499
	ナノテク・材料
	その他
	
	
	


キーワード表
	番号
	研究キーワード
	番号
	研究キーワード
	番号
	研究キーワード

	001
	遺伝子
	044
	暗号・認証等
	087
	環境分析

	002
	ゲノム
	045
	セキュア・ネットワーク
	088
	公害防止・対策

	003
	蛋白質
	046
	高信頼性ネットワーク
	089
	生態系修復・整備

	004
	糖
	047
	著作権・コンテンツ保護
	090
	環境調和型農林水産

	005
	脂質
	048
	ハイパフォーマンス・コンピューティング
	091
	環境調和型都市基盤整備・建築

	006
	核酸
	049
	ディペンダブル・コンピューティング
	092
	自然共生

	007
	細胞・組織
	050
	アルゴリズム
	093
	政策研究

	008
	生体分子
	051
	モデル化
	094
	磁気記録

	009
	生体機能利用
	052
	可視化
	095
	半導体超微細化

	010
	発生・分化
	053
	解析・評価
	096
	超高速情報処理

	011
	脳・神経
	054
	記憶方式
	097
	原子分子処理

	012
	動物
	055
	データストレージ
	098
	走査プローブ顕微鏡（ＳＴＭ、ＡＦＭ、ＳＴＳ、ＳＮＯＭ、他）

	013
	植物
	056
	大規模ファイルシステム
	099
	量子ドット

	014
	微生物
	057
	マルチモーダルインターフェース
	100
	量子細線

	015
	ウィルス
	058
	画像・文章・音声等認識
	101
	量子井戸

	016
	行動学
	059
	多言語処理
	102
	超格子

	017
	進化
	060
	自動タブ付け
	103
	分子機械

	018
	情報工学
	061
	バーチャルリアリティ
	104
	ナノマシン

	019
	プロテオーム
	062
	エージェント
	105
	トンネル現象

	020
	トランスレーショナルリサーチ
	063
	スマートセンサ情報システム
	106
	量子コンピュータ

	021
	移植・再生医療
	064
	ソフトウエア開発効率化・安定化
	107
	ＤＮＡコンピュータ

	022
	医療・福祉
	065
	ディレクトリ・情報検索
	108
	スピンエレクトロニクス

	023
	再生医学
	066
	コンテンツ・アーカイブ
	109
	強相関エレクトロニクス

	024
	食品
	067
	システムオンチップ
	110
	ナノチューブ・フラーレン

	025
	農林水産物
	068
	デバイス設計・製造プロセス
	111
	量子閉じ込め

	026
	組換え食品
	069
	高密度実装
	112
	自己組織化

	027
	バイオテクノロジー
	070
	先端機能デバイス
	113
	分子認識

	028
	痴呆
	071
	低消費電力・高エネルギー密度
	114
	少数電子素子

	029
	癌
	072
	ディスプレイ
	115
	高性能レーザー

	030
	糖尿病
	073
	リモートセンシング
	116
	超伝導材料・素子

	031
	循環器・高血圧
	074
	モニタリング（リモートセンシング以外）
	117
	高効率太陽光発電材料・素子

	032
	アレルギー・ぜんそく
	075
	大気現象
	118
	量子ビーム

	033
	感染症
	076
	気候変動
	119
	光スイッチ

	034
	脳神経疾患
	077
	水圏現象
	120
	フォトニック結晶

	035
	老化
	078
	土壌圏現象
	121
	微小共振器

	036
	薬剤反応性
	079
	生物圏現象
	122
	テラヘルツ／赤外材料・素子

	037
	バイオ関連機器
	080
	環境質定量化・予測
	123
	ナノコンタクト

	038
	フォトニックネットワーク
	081
	環境変動
	124
	超分子化学

	039
	先端的通信
	082
	有害化学物質
	125
	ＭＢＥ、エピタキシャル

	040
	有線アクセス
	083
	廃棄物処理
	126
	１分子計測（ＳＭＤ）

	041
	インターネット高度化
	084
	廃棄物再資源化
	127
	光ピンセット

	042
	移動体通信
	085
	大気汚染防止・浄化
	128
	（分子）モーター

	043
	衛星利用ネットワーク
	086
	水質汚濁・土壌汚染防止・浄化
	129
	酵素反応


	番号
	研究キーワード
	番号
	研究キーワード
	番号
	研究キーワード

	130
	共焦点顕微鏡
	174
	火山
	218
	交通事故

	131
	電子顕微鏡
	175
	津波
	219
	物流

	132
	超薄膜
	176
	土砂災害
	220
	次世代交通システム

	133
	エネルギー全般
	177
	集中豪雨
	221
	高度道路交通システム(ITS)

	134
	再生可能エネルギー
	178
	高潮
	222
	走行支援道路システム(AHS)

	135
	原子力エネルギー
	179
	洪水
	223
	交通需要マネージメント

	136
	太陽電池
	180
	火災
	224
	バリアフリー

	137
	太陽光発電
	181
	自然災害
	225
	ユニバーサルデザイン

	138
	風力
	182
	自然現象観測・予測
	226
	輸送機器

	139
	地熱
	183
	耐震
	227
	電子航法

	140
	廃熱利用
	184
	制震
	228
	管制

	141
	コージェネレーション
	185
	免震
	229
	ロケット

	142
	メタンハイドレート
	186
	防災
	230
	人工衛星

	143
	バイオマス
	187
	防災ロボット
	231
	再使用型輸送系

	144
	天然ガス
	188
	減災
	232
	宇宙インフラ

	145
	省エネルギー
	189
	復旧・復興
	233
	宇宙環境利用

	146
	新エネルギー
	190
	救命
	234
	衛星通信・放送

	147
	エネルギー効率化
	191
	消防
	235
	衛星測位

	148
	二酸化炭素排出削減
	192
	海上安全
	236
	国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）

	149
	地球温暖化ガス排出削減
	193
	非常時通信
	237
	地球観測

	150
	燃料電池
	194
	危機管理
	238
	惑星探査

	151
	水素
	195
	リアルタイムマネージメント
	239
	天文

	152
	電気自動車
	196
	国土開発
	240
	宇宙科学

	153
	ＬＮＧ車
	197
	国土整備
	241
	上空利用

	154
	ハイブリッド車
	198
	国土保全
	242
	海洋科学

	155
	超精密計測
	199
	広域地域
	243
	海洋開発

	156
	光源技術
	200
	生活空間
	244
	海洋微生物

	157
	精密研磨
	201
	都市整備
	245
	海洋探査

	158
	プラズマ加工
	202
	過密都市
	246
	海洋利用

	159
	マイクロマシン
	203
	水資源
	247
	海洋保全

	160
	精密部品加工
	204
	水循環
	248
	海洋資源

	161
	高速プロトタイピング
	205
	流域圏
	249
	深海環境

	162
	超精密金型転写
	206
	水管理
	250
	海洋生態

	163
	射出成型
	207
	淡水製造
	251
	大陸棚

	164
	高速組立成型
	208
	渇水
	252
	極地

	165
	高速伝送回路設計
	209
	延命化
	253
	哲学

	166
	微細接続
	210
	長寿命化
	254
	心理学

	167
	－
	211
	コスト縮減
	255
	社会学

	168
	ヒューマンセンタード生産
	212
	環境対応
	256
	教育学

	169
	複数企業共同生産システム
	213
	建設機械
	257
	文化人類学

	170
	品質管理システム
	214
	建設マネージメント
	258
	史学

	171
	低エントロピー化指向製造システム
	215
	国際協力
	259
	文学

	172
	地球変動予測
	216
	国際貢献
	260
	法学

	173
	地震
	217
	地理情報システム（ＧＩＳ）
	261
	経済学


企業の業種表および研究開発分野表
業種　　　　　　　　　　　　　　　　研究開発分野　　　

	食料品

	繊維製品

	パルプ・紙

	化学

	医薬品

	石油・石炭製品

	ゴム製品

	ガラス・土石製品

	鉄鋼

	非鉄製品

	金属製品

	機械

	電気機器

	輸送用機器

	精密機器

	その他製品

	水産・農林・鉱業

	建設業

	エネルギー供給業

	陸海空運業

	情報・通信業

	卸売業・小売業

	金融業

	不動産業

	サービス業

	個人

	その他

	電子部品・デバイス・電子回路分野
	計測・分析分野(ソフトを含む)

	コンピュータ分野
	センサ分野

	ネットワーク分野
	光デバイス分野

	ユーザビリティ分野
	プラズマ・放電分野

	ソフトウェア分野
	振動・音響分野

	その他電子・情報通信
	その他応用物理

	エネルギー分野(エネルギー効率の向上、燃料多様化、新エネルギー、化石燃料等)
	飲食料品・たばこ分野

	超電導技術分野
	繊維・衣服・その他の繊維製品分野

	CO2固定化・有効利用分野
	家具・装備品分野

	脱フロン対策分野
	パルプ、紙、紙加工品分野

	3R・廃棄物処理分野
	印刷・同関連分野

	化学物質総合評価管理分野
	化学工業分野(石油製品、石炭製品、プラスチック製品を含む)

	ナノテクノロジー・高機能部材分野(グリーンサステイナブルケミストリーを含む)
	ゴム製品分野

	ロボット分野
	なめし皮・同製品・毛皮分野

	設計・製造・加工分野
	窯業・土石製品分野

	航空機分野
	金属材料・金属加工・金属製品分野

	宇宙分野
	香料・化粧品分野

	人間生活技術分野
	汎用機械器具分野

	サービス工学分野
	生産用機械器具分野

	コンテンツ分野
	電気機械器具分野

	建築・土木構造・設計分野
	運送用機械器具

	建築・土木材料分野
	その他製造業

	建設施工分野
	農業、林業、漁業、水産養殖業

	都市・交通
	鉱業、採石業、砂砂利採取業

	その他建設・土木
	その他

	創薬・診断薬分野

	診断機器・治療機器・医用材料分野

	再生医療分野

	医療福祉・介護分野

	健康分野

	生物機能活用技術分野
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課題申請書様式は、平成23年度第1回公募から変更になっております。必ず、最新の課題申請書をA-STEPホームページからダウンロードして作成下さい。
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